
1985年出上の木簡

静
岡

・

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
榛
原
郡
榛
原
町
勝
田
字
小
山
段

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
七
月
ｉ
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
榛
原
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
杉
　
達

。
山
田
元
広

・
及
川
　
司

（静
岡
県
荻
育
委
員
会

文
化
課
）

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
四
世
紀
ｉ

一
五
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

勝
間
田
城
は
、
牧
ノ
原
台
地
の
山
脚
東
に
向
か
っ
て
突
出
し
て
い
る
尾
根
上

に
、
こ
の
地
域
の
豪
族
で
あ

っ

た
勝
間
四
氏
に
よ
っ
て
築
か
れ

た
城
郭
で
あ
り
、
『今
川
家

略

記
』
『今
川
記
』
等
に
よ
れ
ば
、

文
明
八
年

（
一
四
七
一〇

に
今
川

氏
の
攻
撃
に
よ
っ
て
落
城
し
て

い
る
。
本
城
は
本
曲
輪
、
二
の

曲
輪
、
三
の
曲
輪
、
出
曲
輪
等

か
ら
な
る
。
現
在
、
堀
は
一
部

埋
め
た
て
ら
れ
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
ほ
ぼ
残
存
し
て
お
り
、
土
塁
に
つ
い
て

は
ほ
と
ん
ど
完
全
に
残
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
三
年
二
月
、
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
策
定
さ

れ
た
第

一
次
整
備
計
画
の
一
環
と
し
て
、
城
郭
内
の
遺
構
確
認
を
目
的
と
す
る

発
掘
調
査
が

一
九
八
五
年
よ
り
三
年
計
画
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
木
筒

は
三
の
曲
輪
の
通
称

「
馬
洗
場
」
と
呼
ば
れ
る
所
か
ら
検
出
さ
れ
た
、
隅
丸
方

形
の
平
面
プ
ラ
ン
を
も
つ
大
型
の
井
戸
状
の
遺
構
か
ら
、　
一
五
世
紀
第
４
四
半

期
と
考
え
ら
れ
る
陶
磁
器

・
土
師
質
土
器
の
他
、
建
材
、
漆
器
等
と
共
に
五
点

出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
笠
原
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岳
∀
μギ
∞
ｏ‘

「
奪
き
殿
様
よ
り
給
侯
也
池
田
衆
陣
所
」

。
「＜
　
は
き
ま
ま
す

三
斗
俵
　
　
九
郎
兵
衛
入
道

二
内
　
　
　
　
　
　
　
」

名
＜
も
ミ
　
か
き
ケ
や

三
斗
俵
　
　
九
郎
兵
衛
入
道

は
き
ま
ま
す
　
　
　
　
　
　
」
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14)⑤

　

「御
い
ら
い
口
Ｈ
日
国
の
一
枚
も
□
□
〔口ヵ、
酔
酔
ヵ
〕

（］ミ
Φ
）
×
〕
伽
×
卜
　
Ｏ
μΦ

ω
は
全
体
に
墨
痕
が
に
じ
ん
で
い
て
文
字
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
赤
外

線
テ
レ
ビ
撮
影
に
よ
り
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
城
内
に
立
て
籠

っ
た
武
将
を
示

す
木
札
か
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
大
型
の
も
の
で
あ
り
、
完
形
で
あ
る
。
上
端
近
く
の
中
央
に
釘
状
の
も

の
を
打
ち
込
ん
だ
痕
と
考
え
ら
れ
る
小
孔
が
あ
る
。
城
内
の
一
郭
に
池
田
衆
と

呼
ば
れ
る
人
々
が
詰
め
て
い
て
、
そ
の
場
所

（陣
所
）
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
木

札
か
と
考
え
ら
れ
る
。

③
は
上
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
付
札
状
の
も
の
で
あ
り
、
完
形
。

墨
戻
は
明
瞭
で
あ
る
。
城
内
に
調
達
さ
れ
た
糎
の
俵
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
地
名
や
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

④
も
①
と
同
様
、
上
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
付
札
状
の
も
の
で
あ

り
、
完
形
。
や
は
り
調
達
さ
れ
た
竹
に
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。

⑤
の
上
端
は
原
形
を
保

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
下
端
は
折
損
し
て
い

る
。
全
体
に
墨
痕
は
薄
く
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
三
宇
日
は

「
ろ
」
の
可
能
性

も
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

榛
原
町
教
育
委
員
会

『
勝
間
田
城
跡
Ｉ
　
昭
和
六
〇
年
度
発
掘
調
査
概
報
』

（
一
九
八
六
年
）

（及
川
　
司
）

匠
脇
明
に
障
瞳
牌
眩
瞳

国
閣
例
昭
電

名
＜
竹
十
四
本
」

名
＜
ま
る
竹

一

合
十
五
本
」
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